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2Ja-5　　　　　持ち帰り弁当のミネラル含有量について

　　　　　　　東京家政学院短大　○鈴木淳子、三田村敏男、桑野和民

　　【目的】持ち帰り弁当は、購入か容易で価格も手ごろなことから、サラリーマンやＯ

Ｌ等の昼食として多用されており、特に大都市圏に於いては、数多くの店舗が見受けられ

る。
　今回我々は、持ち帰り弁当のミネラル含有量等の実態を把握し、所要量等と比較するた

めに、全国チェーンを展開している系列店を中心に、千代田区内で販売されている弁当を

購入して分析調査を行った。

　　【方法】試料として、７店舗で４０品目の弁当を購入した。中身を食品ごとに、それ

ぞれ重量測定（揚げ物等は、衣を分離）した。その後、弁当と同量の水を加えてホモジナ

イズし、凍結乾燥を行った。重量測定後粉砕して密栓保存し、ミネラル分析の試料とした。

乾式灰化、塩酸処理をした溶液について、パーキン・エルマー社製3100型原子吸光分析装

置により、C a、Mg、Fe、N a、Ｋを測定した。また、Ｐはリンモリプデン酸直接比

色定量法により求めた。さらに、測定した食品重量を基に、四訂日本食品標準成分表（成

分表）等を用い、成分量等の計算も行った。

　　【結果】原子吸光分析法等から実測した弁当１個当たりのミネラル含有量は、成分表

等から計算で求めたミネラル含有量と比べると、少ないものが多かった。

　エネルギーおよび三大栄養素は、所要量に対して、ほぼ満足できる値であったが、ミネ

ラル、ビタミンは、不足しているものがほとんどであった。

　以上のことから、昼食を持ち帰り弁当に依存すると、微量栄養素の不足が懸念されるの

で、朝、夕食時に何らかの工夫を施し、全体のバランスをとることが必要であると考えら

れた。

2Ja-6 詞科中の食嘔薦度および小麦フスマ添加がミネラルに及ぼす影響( SI 2 筏)

（松ill東筒皿大）○小川時江、（松山東城女子大）永井絹江、

（実践女子大）中/M ≪S枝- （国立健栄研- 応用食品部）辻　啓介

　目的　我々は食物峨維のミネラル吸着It によるdaの体外排せっ幼気の≪ nを検討するため

に. 飼’科巾の食塩濃度を変nさせて低f(a食と8 k'a食を設定して実験を行っtz. 前輔で祓、み

んおよび尿中におIt S 斡aや他のミネラルの生体内挙≪ trついて検討を行い、いくつかの所見

を将た．そこで今回は.ラットの内臓中（肝臓■腎臓- 呻臓) におけ6 ミネラル挙動につい

て検肘を行ったので冑告する．

　方法　実験動勧0:、初体重100(のウイスター系の雄ラットを使用し4 騨に分It た. 基* 飼

科* （低≪> 食.食塩濃度0.26X ）.これに食塩を締足してm 豊した飼科* ( 鼻Ha食、食IS 暴

戻1 % ) .さらC各砕に食勧繊Itとして小麦フスマ（フスマ）を＼o％添toした計4 種皿の実

験飼科騨を破定した. 飼料と水It 自由摂取とし3週n 飼育後、肝臓、腎臓．葬臓を舞出し

た．　唯一eはホモジナイズ後.一定s.を電気炉( 550℃　10時飼）で灰化し、1D％瓢■ 液で溶解

･ろ遇して試科液とした．これらを原子吸光法にて．ミネラルの劃定を行った．

　結果　Na量a.肝臓のフスマ無添加においてtt Ka食に比べ高≪・食の方が摂食童が多いにも

かかわらず有意に低値を示･した．また、フスマ添加群でも共に員≫量a 低値を示し．フスマの

添加にｰよりHaの畷収串は抑制されたK e においても同様にフスマ添加群でK 量は低値を～

した. C<i震およびZn重では低Ka食で鼻く高Ka食で減少しKa量と同様<!> 傾向を示したが、フ

スマ添加群ではc・量. Z。量a. 増加した．したがってCi』Znでは高Da食で吸取阻寄が露めら

れ、これらはフスマの添加により改善されると考えられる．一方. F.量および舅cS は£Ka食

よりも富Ha食の方が寓く、フスマ添加群でさらにFe重, Ke量吐舛加する饅向を示した．
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